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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年５月期第１四半期 646 △12.3 △70 － △74 － △72 －

2026年５月期第１四半期 736 16.6 44 170.3 43 180.7 26 116.0

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年５月期第１四半期 △18.07 －

2026年５月期第１四半期 6.69 6.67

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年５月期第１四半期 1,913 1,138 59.5

2026年５月期 1,993 1,211 60.8

（参考）自己資本 2027年５月期第１四半期 1,138百万円 2026年５月期 1,211百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年５月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2027年５月期 －

2027年５月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,977 4.0 111 73.0 104 92.4 72 110.5 17.92

１．2027年５月期第１四半期の業績（2026年６月１日～2026年８月31日）

（注）2027年５月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株
当たり四半期純損失のため、記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年５月期の業績予想（2026年６月１日～2027年５月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年５月期１Ｑ 4,125,700株 2026年５月期 4,125,700株

②  期末自己株式数 2027年５月期１Ｑ 90,024株 2026年５月期 90,024株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年５月期１Ｑ 4,035,676株 2026年５月期１Ｑ 4,034,833株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する中で、各種政策の効果もあって、緩や

かな回復が継続することが期待されています。一方で、中東情勢や自然災害が国内の景気に及ぼす影響を注視する

必要があり、金融資本市場の変動の影響などにも引き続き十分注意する必要があります。

　当社は、ＥＣ関連サービスが多様化かつ複雑化する近況を鑑み、ＥＣシステムの構築及び運用保守を行う「クラ

ウドコマースプラットフォーム事業」、ＥＣ事業者の事業ステージや事業領域に合わせて最適なソリューションを

提供する「ＥＣビジネス成長支援事業」及びＥＣ事業者のバックエンドの情報とフロントエンドの情報を統合・分

析するプラットフォームを提供する「データ利活用プラットフォーム事業」を展開し、ＥＣ事業者の幅広いニーズ

に応えるとともに、収益手段の多様化を図っております。また、新しいプロダクトに対する投資や各サービスへの

ＡＩの活用についても積極的に行っております。

　事業セグメント別の状況は、以下のとおりであります。

　＜クラウドコマースプラットフォーム事業＞

　「クラウドコマースプラットフォーム事業」においては、既存顧客の満足度向上及び新規顧客の開拓を図るた

め、組織改編等により営業部門を強化することでシステム受託開発売上の新規獲得並びに運用保守売上の積み上げ

に努めてまいりました。また、「EBISUMART」をより信頼性の高いＥＣプラットフォームとするため、情報セキュリ

ティマネジメントシステムＩＳＯ／ＩＥＣ27001の認証取得やクレジットカード業界における国際セキュリティ基

準であるＰＣＩ－ＤＳＳへの準拠証明の取得も継続して行ってまいりました。さらに、ＥＣ市場拡大と弊社既存顧

客の成長を見越し、ＥＣ流通総額が更に大きい大規模顧客層をターゲットにした、ハイスペックの新たなクラウド

コマースプラットフォーム「EBISUMART Enterprise」を展開し、これにより小規模事業者から大規模事業者まで幅

広い顧客層をカバーすることが可能となっております。

　このような状況の中、システム運用保守売上については、既存店舗のＧＭＶ（流通取引総額）及びＰＶ数（ペー

ジ閲覧数）が引き続き堅調に推移し、当初計画通を上回って推移しました。システム受託開発売上につきまして

は、受注状況は前四半期に比べ改善したものの、稼働が想定を下回り、売上は計画値を下回って推移いたしまし

た。また、EBISUMART Enterprise案件において、見積り総工数が大幅に増加することが判明したため進捗率の修正

を行った結果、当第１四半期累計期間において売上高の大幅な減額修正が発生いたしました。この結果、クラウド

コマースプラットフォーム事業の売上高は616,773千円（前年同四半期比7.3％減）、セグメント利益は101,320千円

（前年同四半期比54.8％減）となりました。

　＜ＥＣビジネス成長支援事業＞

　「ＥＣビジネス成長支援事業」においては、ＥＣモール及び自社ＥＣサイトを運営する全ての事業者様を対象と

した、ＥＣ事業の成長を戦略立案から実務まで一気通貫で支援するサービス「EBISU GROWTH」について、マーケテ

ィング戦略の見直しによるコストの適正化を進めながら、営業体制及びパートナー戦略の強化に取り組みました。

さらに、最先端ＡＩサービス「EBISU AGENT」の第１弾サービス「ＡＩ活用ＥＣ運用代行サービス」も提供開始し

ました。また、広告運用代行サービスについては、従来より当社が主体となって役務提供を実施しておりました

が、生産性を考慮し、2026年５月期第２四半期からパートナー企業に委託する取次業務として実施しており、当社

が受領する広告出稿運用手数料を売上高として純額計上しております。この結果、ＥＣビジネス成長支援事業の売

上高は28,241千円（前年同四半期比60.6％減）、セグメント利益は487千円（前年同四半期比66.8％減）となりまし

た。

　＜データ利活用プラットフォーム事業＞

　「データ利活用プラットフォーム事業」においては、各ＥＣサイトにおける商品情報を一元管理し、各販売チャ

ネルにおける統一された正確な情報を提供することで、ＥＣ業務の効率化と商品価値の最大化を実現する「EBISU 

PIM（エビス ピム）」の拡販に向けてプロダクトのブラッシュアップや営業体制の強化に取り組みました。この結

果、当第１四半期累計期間における受注状況は順調であり、データ利活用プラットフォーム事業の売上高は1,133

千円（前期同四半期は売上高なし）、セグメント損失は19,431千円（前年同四半期はセグメント損失12,792千円）

となりました。

　なお、各報告セグメントに配分していない一般管理費等の全社費用は153,277千円（前年同四半期比8.8％減）と

なりました。

　以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は646,148千円（前年同四半期比12.3％減）、営業損失は70,901千円

（前年同四半期は営業利益44,448千円）、経常損失は74,902千円（前年同四半期は経常利益43,471千円）、四半期純

損失は72,914千円（前年同四半期は四半期純利益26,997千円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べ80,570千円減少し、1,913,149千円となりました。主
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な要因は、システムの年間契約等により前払費用が54,808千円増加したことや、法人税等の支払い等により現金及

び預金が106,632千円減少したこと、自社利用のソフトウエアの償却により無形固定資産が21,194千円減少したこ

と等によるものであります。

（負債）

　当第１四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末と比べ7,086千円減少し、774,755千円となりました。主な

要因は、賞与等の支払いにより未払費用が24,976千円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末と比べ73,483千円減少し、1,138,393千円となりまし

た。主な要因は、四半期純損失72,914千円を計上したこと等によるものであります。この結果、自己資本比率は

59.5％（前事業年度末は60.8％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2027年５月期の業績予想につきましては、2026年７月13日に公表いたしました通期の予想に変更はありません。

なお、今後の業績推移、市況動向を注視し、業績予想を見直す必要が生じた場合には速やかに開示いたします。
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（単位：千円）

前事業年度
(2026年５月31日)

当第１四半期会計期間
(2026年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 386,660 280,028

電子記録債権 13,970 8,001

売掛金及び契約資産 675,627 684,759

仕掛品 21,658 12,732

未収還付法人税等 23,284 23,284

貸倒引当金 △184 △122

その他 111,815 164,269

流動資産合計 1,232,832 1,172,953

固定資産

有形固定資産 26,505 25,457

無形固定資産

ソフトウエア 616,124 596,472

ソフトウエア仮勘定 27,923 26,380

無形固定資産合計 644,048 622,853

投資その他の資産

投資有価証券 4,908 4,339

敷金 81,094 81,094

その他 7,169 9,289

貸倒引当金 △2,839 △2,839

投資その他の資産合計 90,332 91,883

固定資産合計 760,886 740,195

資産合計 1,993,719 1,913,149

負債の部

流動負債

買掛金 53,035 44,793

短期借入金 350,000 350,000

未払法人税等 2,668 1,752

未払消費税等 16,077 31,834

未払費用 166,358 141,381

その他 170,210 181,445

流動負債合計 758,351 751,208

固定負債

資産除去債務 23,491 23,547

固定負債合計 23,491 23,547

負債合計 781,842 774,755

純資産の部

株主資本

資本金 435,678 435,678

資本剰余金 319,278 319,278

利益剰余金 499,862 426,947

自己株式 △46,991 △46,991

株主資本合計 1,207,826 1,134,911

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,050 3,481

評価・換算差額等合計 4,050 3,481

純資産合計 1,211,877 1,138,393

負債純資産合計 1,993,719 1,913,149

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第１四半期累計期間
(自　2025年６月１日
　至　2025年８月31日)

 当第１四半期累計期間
(自　2026年６月１日
　至　2026年８月31日)

売上高 736,906 646,148

売上原価 439,278 454,550

売上総利益 297,627 191,598

販売費及び一般管理費 253,179 262,499

営業利益又は営業損失（△） 44,448 △70,901

営業外収益

受取利息 296 408

雑収入 329 358

営業外収益合計 626 767

営業外費用

支払利息 1,602 1,875

雑損失 － 2,892

営業外費用合計 1,602 4,768

経常利益又は経常損失（△） 43,471 △74,902

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 43,471 △74,902

法人税、住民税及び事業税 132 132

法人税等調整額 16,342 △2,120

法人税等合計 16,474 △1,987

四半期純利益又は四半期純損失（△） 26,997 △72,914

（２）四半期損益計算書
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期累計期間
（自　2025年６月１日

至　2025年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2026年６月１日

至　2026年８月31日）

減価償却費 54,216千円 64,785千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額

（注１）

四半期損益計

算書計上額

（注２）

クラウドコマ

ースプラット

フォーム事業

ＥＣビジネ

ス成長支援

事業

データ利活用

プラットフォ

ーム事業

合計

売上高

一時点で移転される財 490,036 71,723 － 561,759 － 561,759

一定の期間にわたり移

転される財
175,146 － － 175,146 － 175,146

顧客との契約から生じ

る収益
665,182 71,723 － 736,906 － 736,906

外部顧客への売上高 665,182 71,723 － 736,906 － 736,906

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 665,182 71,723 － 736,906 － 736,906

セグメント利益又は損

失（△）
223,918 1,470 △12,792 212,596 △168,147 44,448

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2025年６月１日　至　2025年８月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△168,147千円は、主に各報告セグメントに配分していない一般

管理費等の全社費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

３　報告セグメントの変更等に関する事項

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額

（注１）

四半期損益計

算書計上額

（注２）

クラウドコマ

ースプラット

フォーム事業

ＥＣビジネ

ス成長支援

事業

データ利活用

プラットフォ

ーム事業

合計

売上高

一時点で移転される財 511,381 28,241 － 539,623 － 539,623

一定の期間にわたり移

転される財
105,392 － 1,133 106,525 － 106,525

顧客との契約から生じ

る収益
616,773 28,241 1,133 646,148 － 646,148

外部顧客への売上高 616,773 28,241 1,133 646,148 － 646,148

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 616,773 28,241 1,133 646,148 － 646,148

セグメント利益又は損

失（△）
101,320 487 △19,431 82,376 △153,277 △70,901

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2026年６月１日　至　2026年８月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△153,277千円は、主に各報告セグメントに配分していない一般

管理費等の全社費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

３　報告セグメントの変更等に関する事項

　該当事項はありません。
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